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□ 雄大な景観をもつ鳥海山を背景にした、ランドマークとなる道の駅 1

遠くからよく見えて、気軽に誰もが立ち寄れる、多くの人々に親しまれる、開かれた道の
駅をつくります。昔懐かしい茅葺風の大屋根をもつ、力強い鉄骨の建物です。
鳥海山の雄大な景観と、骨太な縄文文化を背景とする、庄内平野のランドマークとなる風
景を、町民のみさなんと共に創りあげます。



2

①高速道路や国道に大きく開き、遠目にも見やすい配置とする

□ 鳥瞰図 来訪者を心地よく「道の駅」に招き入れるための、計画です賑わいと活気あふれる、骨太で力強い「道の駅」を実現



□ 外観図 来訪者を心地よく「道の駅」に招き入れるための、計画です 3

①高速道路や国道に大きく開き、遠目にも見やすい配置とする

駐車場から鳥海山を背景にした茅葺風の屋根をもつ道の駅



□ 敷地全体配置図 来訪者を心地よく「道の駅」に招き入れるための、計画です 4

②駐車場へのアクセス経路が明快で、誰にでもわかりやすい計画

高速道路からの明快なアクセス



□ 敷地全体配置図 来訪者を心地よく「道の駅」に招き入れるための、計画です 5

③便利で安心・安全に利用できる、やさしい駐車場

屋根付き駐車場

安心・安全に利用できる、やさしい駐車場



□ 鳥瞰図 鳥海山を囲む自然や田園風景との一体感を演出するために 6

①鳥海山と調和する茅葺屋根を模した「道の駅」のデザイン



□ 外観図 鳥海山を囲む自然や田園風景との一体感を演出するために 7

①鳥海山と調和する茅葺屋根を模した「道の駅」のデザイン

駐車場から鳥海山を背景にした茅葺風の屋根をもつ道の駅



□ 1階平面図 鳥海山を囲む自然や田園風景との一体感を演出するために 8

②情報発信施設を核とした「逆くの字型」の配置計画

内外の様子が互いに見える環境

産直・物販エリア

情報発信エリア



9□ 配置図 広場に自然と人々が集まり、積極的に利用いただくために 9

①駅舎はイベント広場を囲い込む形状とし、駐車場と近接した配置

くの字の建物で
包み込む構成の配置

内外がひとつながりになる



10□ 配置図 広場に自然と人々が集まり、積極的に利用いただくために 10

②多目的広場は鳥海山を眺望できる駅舎の東側に配置します

建物を通り抜けできる計画

多目的広場



11□ 子ども達から高齢者まで、多くの世代を惹きつけるために

デイキャンプイメージ ターザンロープイメージ

プレイグラウンドやキャンプ場のある多目的広場

①長時間滞在が可能なキャンピングスペースをつくる



12□ 子ども達から高齢者まで、多くの世代を惹きつけるために

デイキャンプイメージ ターザンロープイメージ

プレイグラウンドやキャンプ場のある多目的広場

②子ども達も楽しめるプレイグラウンドをつくる



□ 断面図 地吹雪や積雪・凍結等による事故から来訪者を守るために 13

①勾配屋根は氷柱防止と無落雪屋根とする

無落雪屋根とする

軒先に凍結防止
ヒーターを設置

万が一の落雪に備え
小さな屋根を設置

ツララができない



□ 敷地全体配置図 地吹雪や積雪・凍結等による事故から来訪者を守るために 14

②凍結による事故から利用者の安全を守るロードヒーティングとします

：ロードヒーティング範囲



15□ ゾーニング 情報ゾーンを中核としたゾーニングで、賑わいを生む「道の駅」とするために

①わかりやすく明快な内外動線で、来訪者を迷わせない計画

流動的な空間デザインと平面プランで、自然な人の流れを生む計画



16□ 1階平面図 情報ゾーンを中核としたゾーニングで、賑わいを生む「道の駅」とするために

産直・物販エリア

情報発信エリア
飲食エリア道路休憩エリア

②道路休憩・情報発信エリアを中心に物販・飲食エリアを配置する平面計画



17□ 2階平面図 情報ゾーンを中核としたゾーニングで、賑わいを生む「道の駅」とするために

②道路休憩・情報発信エリアを中心に物販・飲食エリアを配置する平面計画

レストラン
コワーキング



18□ 1階平面図 情報ゾーンを中核としたゾーニングで、賑わいを生む「道の駅」とするために

③産直・物販エリアは駐車場やイベント広場と近接させ利便性を高める

駐車場

産直・物販エリアイベント広場と
駐車場に近接させる

風除室以外にも出入り可能



19□ 情報ゾーンを中核としたゾーニングで、賑わいを生む「道の駅」とするために

天井が高く開放的な産直・物販エリア

③産直・物販エリアは駐車場やイベント広場と近接させ利便性を高める



20□ 1階平面図 情報ゾーンを中核としたゾーニングで、賑わいを生む「道の駅」とするために

フードコート

④飲食エリアは鳥海山の眺望と多目的広場につながる配置

レストラン

鳥海山への眺望

鳥海山への眺望

１F

２F



21□ 情報ゾーンを中核としたゾーニングで、賑わいを生む「道の駅」とするために

④飲食エリアは鳥海山の眺望と多目的広場につながる配置

パノラマのように広がる鳥海山を望むデッキテラスのある地産地消のレストラン



□ イベント広場と多目的広場が駅舎との連携効果を一層高めるために 22

①駅舎がイベント広場を包みこむ、ウチとソトが一体となる空間構成です

ウチとソトの空間が一つながりになる

吹抜け

吹抜け

イベント広場



□ イベント広場と多目的広場が駅舎との連携効果を一層高めるために 23

②駅舎の外周に、くつろいだ時間を過ごす軒下空間をつくる

イベント広場からも鳥海山が見通せて多目的広場とつながる道の駅


